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1　調査地域概況

1．　調査対象地域

　柏崎荒浜海岸を中心に半径30kmの範臨で植生調査及び現存植生図の作製が行なわれた。北は

新儒濃川河口を境界とし，南は柿崎町飯田新田より，松代町仙納北を境界とされている。また東

は山占志村西部が境界とされた。警報では，前回まで植生調査が行なわれ報告された「柏崎周辺

の植生」　（宮脇・藤原！979）の補完として行なわれた植生調査費料を「1コ心にまとめられた。
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Fig．1新潟県の地形区分（町田貞1東図）
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Geomorphologische　Gliederung　der　Prafektur　Niigata（nach　Machida；

Aono　S．　et　S．　Orukawa　ed三ts4976）
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2。　自　然　環　境

　柏崎甫荒浜を中心とする30km圏地域には，信濃川により分けられる東頸城丘陵，魚沼丘陵が，

北の新潟平野の延長上に位置する長岡市西部の砂丘の一部を含む柏崎平野及び海抜993mの米山

を含む米山山地，高田平野の西部に位置する柿崎鐸1∫の平地帯など，第四紀層の沖積地と第三紀の

丘陵・山地帯が組み合わさった複雑な地形を呈している（Fig．1）。

　さらに気侯は，海岸沿いでは常緑広葉樹林が局地的に生育可能な，1月の平均気混1℃の等温

　　　ユ菟徽劉
　　　　レ●　　v
　　　　　　　　　　も、ノ

　　　累年最高気温
lsotherme　der　maximum一τe階pαatur
（aufeinanごerfolgenden　Jaれre　）

　　　1月の月平均気温
1sotherme　der　Minimum一τemperatロr

　　　　　（Januar）　　2

　　　　　　　　認

　　　　　　　螺

　　　　　　　　　　　フ点

　　　　　　　　　／／
　　　　　　　　　　　　壷；栃‘‘
　　　　　　　　。施鍛．

つ　　　　33

　　　　、曽ヨ，3

嚇　ゲ
饗鱒
発

災

ρ＼1

メ墾　　　　，峯
　　　　　　　ノ　　　　　　　0
　　　　　　〆　　39
　　　　　ノノ　　ゴ　　　リ
　　　　♂’　島

　　　　　　う　　　　　o　　　　　　　　　　　o

残簾墾ヂ

　　　蒙

　　　8月の月平均気温　　　　　　　　　　　・6
1sother吊e　der　MaxirBum一Tempera象“r　　　　　　　　　　　　　向ζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2隻、　　　　　（Aロgust＞
　　　　　　　　ぼり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コヨ

　　　　　　　多／．．乞

　　　　　　　　　　　／9　　／

　　　しノ　　　　　　　　　　、＾／
　　　年平均気温
isolherme　der」ahresmitte1－Temperat纏r

（ン
。

構

　機
。　　　　ノ

　　　　　　　　　∴．須
z
グ

　　　　Fig。2　新潟県における気温（℃）の分布

　　（「気象庁観澗技術資料第10号　1958」により吉野正敏作成）

王sothermen　in　der　Pr鼓fektur　Niigata（nach　M．　YQshino：Aono　S．

et　S．　Orukawa　edits．1976）
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線（Yoshioka，　K．1963、平1978）が村上市より三条市の北部を通り，柏［埼市をぬけて上越市に

続いている（Fig．2）。　1月の平均気温．1℃の等温線は常線広葉樹林構成種の分布とおよそ一致

している。新潟地方の気候の特徴は，冬季の北面の季節風による多雪である。冬季の多雪は，気

温の年間を通した低温とともに，海岸近くまで夏緑広葉樹林の日本海型ブナ林（チシマザサーブ

ナ群団に所属するブナ林，p．18）の成立を規定している（Fig。3）。
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　　　　　Fig．3　積雪：lll｝：等jll：線図（森林立地懇話会1972）

　　Verteilungslinien　der　Schneetiefe　der　Region　Joetsu　（Society　of　forest

　　environment　1972）


